
2019年度 地域連携活動報告書 
 
連携先名称：国立大学法人香川大学 
協定締結日：2019/10/16 
活動状況：継続中 
活動体制（単位）：大学 
関連教員：太治輝昭（バイオサイエンス）、増田敬祐（経済） 
活動目的：地方大学と都市圏の大学、また、国立大学と私立大学という従前の枠
組みを越えた連携により、人材育成や研究連携、さらに地域への貢献において新
たな観点や体制での仕組みを構築することを意図したものである。 
活動内容： 
①香川大学農学部 植物ゲノム・遺伝資源解析センター主催の農学先端研究国際
フォーラムにバイオサイエンス学科 太治輝昭教授が招待され、講演を行った。
：太治輝昭（バイオサイエンス学科） 
②香川大学の学生による観光ツアー企画の紹介と本学学生との交流：増田敬祐
（経済） 
③インターンシップ型短期プログラム「うどん県で楽しいをシゴトにする」への
参加 
活動成果： 
①2019 年 12 月 9 日 第 11 回国際シンポジウム「ファイトジーンの可能性と未
来Ⅺ」 
概要：香川大学農学部内の植物ゲノム遺伝子源解析センターのメンバーが中心
となり運営・開催している国際シンポジウム。毎年数名の海外及び国内招待講演
者を招き、先端の研究成果の講演を行っている。さらにこのシンポジウムでは、
英語による研究発表の場として学部及び大学院生に積極的参加を呼びかけてお
り、11 回目となる今回は約 100 名に及ぶ盛況なシンポジウムとなった。 
 
②2019 年 12 月 2 日 香川大学学生が、本学世田谷キャンパスを訪れ、四国 4
国立大学とＪＲ四国と共に行っている観光ツアー開発と実際に商品化されたツ
アーの紹介を行った。本学からは、食料環境経済学科 山村再生プロジェクト学
生委員 6 名が、本学と連携協定を締結している長野県長和町で行っている商品
開発、農作業、そのほかの地域連携活動を紹介し、意見交換を行った。 



③2020/2/16~21   インターンシップ型短期プログラム 
香川大学、芝浦工業大学、津田塾大学、本学の学生が参加して、地域課題につい
て学び合う教育プログラム。 
特に地域での”シゴト”を意識したもので、地元自治体や地域企業にインターンと
して入り、地域ならではの「うどん県で楽しいをシゴトにする」という内容にな
っている。オリーブ、醤油蔵、つくだ煮といった地域の食産業やＪＲ、リゾート
ホテルなど幅広い受入先があった。農大の定員 6 名を超える応募があり、定員
枠を広げての参加になった。将来、食品開発研究をしたいと考える学生や、伝統
ある企業の体験を通して自己成長しようとする学生にとって、地域課題や企業
の現状・課題等について学ぶ良い機会となった。 
 

①農学先端研究国際フォーラム



②学生交流

③インターンシップ型短期プログラム


